
事 項

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

設 置 者

フ リ ガ ナ

大 学 の 名 称

（現在の名称）　

奈良女子大学大学院 奈良女子大学大学院

人間文化総合科学研究科

　英語名（Nara Women's University

  　Graduate School of Humanities and

  　Sciences(Master's Course))

 　情報衣環境学専攻

(Department of Computer Science and Clothing Environment)

名称変更の時期

新名称の対象年次

名称変更の理由

在校生への対応

　情報衣環境学専攻の在学生に対して現時点では専攻の名称変更について同意を得てい
ないものの、本件が許可され次第早急に文書等で丁寧に説明し了承を得ることとした
い。教務システムや学生証等も学生に負担がない形で更新を行う予定であり、現第１年
次に在学する学生の進学・就職活動についても悪影響が生じないよう配慮を行う。
　また、令和7年度入学志願者に対しても、本件が許可され次第早急に大学HP入試情報
として名称変更に関する説明文書を公表し理解を求めたいと考えている。

（変更後の名称）

人間文化総合科学研究科

　　Graduate School of Humanities and

 　情報環境学専攻

(Department of Computer Science and Living Environment)

　　Sciences(Master's Course))

（別添3-1）

令和７年４月１日

第１年次　～　第２年次

　現行の「情報衣環境学専攻」という名称は平成30年度の改組時に決定され、快適・健
康・安全で質の高い生活環境を創り出すために必要な新しい技術開発や諸問題の研究に
取り組める指導的人材と、現代社会のICT環境を構成しつつあるライフ・コンピュー
ティングの観点から生活環境を改善する技術を開発し社会に発信できる人材、さらに双
方の融合した先端学際領域で活躍できる人材を養成する人材像とし、このような人材の
育成を専攻の教育研究上の目的としてきた。その後、SDGsの理念やIoT、ICT、
Society5.0といった考え方が社会に浸透することとも連動し、専攻が取り組んできた人
材育成の観点である「ライフ・コンピューティング」「双方の融合した先端学際領域」
へのアプローチの重要性や、質の高い生活環境を創り出す観点から「衣」から派生し情
報技術を応用したウェアラブル端末などの新技術研究、衣類の洗浄により発生する排水
の環境への影響に関する先端学際研究などの重要性が高まっている。
　こうした社会状況や意識の変化の中で、現専攻名は殊更に被服を想起させる「衣」の
側面に注目を集め、専攻が内包する研究活動の実態やディプロマ・ポリシーの本質を狭
く捉えさせてしまいステークホルダーの専攻への興味関心を薄れさせてしまうことへの
懸念から、社会状況の変化に対応しつつ専攻の教育研究活動を維持するため、専攻名を
より実態に即した「情報環境学専攻」に改めることが望ましいと考え、名称変更を届け
出るものである。なお、この名称変更が専攻の教育課程に変更等の影響を及ぼすことは
なく、専攻が養成する人材像及び教育研究上の目的にも変更はない。

名　称　変　更　の　概　要

名称変更の内容

記 入 欄

　研究科の専攻の名称変更

　ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　ﾅﾗｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸｷｺｳ

　国立大学法人　奈良国立大学機構

　ﾅﾗｼﾞｮｼﾀﾞｲｶﾞｸﾀﾞｲｶﾞｸｲﾝ

　奈良女子大学大学院

　英語名（Nara Women's University
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